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1. はじめに 

このマニュアルでは、aXes v4.2.0 以降で採用されている Material Design を使った「シンプルスクロー

ルテーブル」について説明します。 

 

～全件スクロール表示する例～ 

 
 

～1 ページに表示するレコード数を指定しる例～ 
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2. 基本設定 

2.1. シンプルスクロールテーブルを起動するスクリプト 

HTML エクステンションの html プロパティに以下のようなコードを記述します。テーブル全体の設定、及び、

各列固有の設定を JSON 形式で指定します。 

var prms = { 
    showTotalRecordNumber: true, 
    columns:[ 
        { 
            resultColumnName: "name", 
            title: "店舗名", 
            cssText: "width:350px;", 
        }, 
        { 
            resultColumnName: "adr", 
            title: "住所", 
            cssText: "width:400px;" 
        }, 
        { 
            resultColumnName: "lon", 
            title: "経度", 
            cssText: "width:100px;" 
        }, 
        { 
            resultColumnName: "lat", 
            title: "緯度", 
            cssText: "width:100px;" 
        }     
    ] 
} 
ENV.returnValue = USERENV.simpleScrollTable( prms ); 
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動的テーブルのサンプル 

-- =============================================================================== 
-- CNVADRP01 
-- =============================================================================== 
    DefineObjectInstance {  
      className          = "DynamicTable",  
      name               = "CNVADRP01",    
      source             = "sql",  
      selectSQLcommand   = [[ 
                                NAME, 
                                ADR, 
                                LON, 
                                LAT  
                                from FDKDEMO.CNVADRP01 
                                where NAME like :SQLVariable_SEARCH_ or 
                                      ADR  like :SQLVariable_SEARCH_ 
                            ]],  
      resultColumnNames  = { "name", "adr", "lon", "lat" },  
    }; 

 

シンプルスクロールテーブルにはあいまい検索機能があります。検索対象の列には like 句で右辺に

SQLVariable_SEARCH_を指定します。 
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3. 詳細設定 

3.1. パラメータ一覧 (全体) 

全てのパラメータは下表の通りです。 

パラメータ名 説明 初期値 

idSuffix シンプルスクロールテーブル内で使用している

各エレメントの id にユニークなサフィックスを

指定します。同一画面上に 2 つ以上のシン

プルスクロールテーブルを実装するときに使

用します。 

 

tableName 検索ウィンドウで使用する動的テーブルを指

定します。(必須) 

 

sqlVariables 動的テーブルに受け渡す sqlVariables を

指定します。 

 

copyToClipboard 表示対象のレコード全てをクリップボードにコ

ピーします。列はタブ(\t)区切り、レコードは

改行(\n)区切りでコピーされます。 

false 

showRecordsPerPage 1 ページあたりに表示するレコード数を表示

します。 

false 

maxRecordsPerPage 1 ページに表示する最大レコード数 10 

maxRecordsPerPageArray 1 ページに表示する最大レコード数をドロッ

プダウンリストで可変にします。配列で指定

します。配列の要素に下記パラメータの値を

含めます。 

maxRecordsPerPage 

 

showTotalRecordNumber 表示するレコードの合計数を表示します。 false 

searchable 検索用の入力フィールドを表示します。動

的テーブルの select 句において下記パラメ

ータに受け渡されます。 

SQLVariable_SEARCH_ 

false 

sortable 各列でソートできるようにします。 false 

tableBodyHeight HTML テーブルの<tbody>部分の高さを

指定します。 

"20em" 

highlightRows 各行を強調表示するか否かを指定します。 false 
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パラメータ名 説明 初期値 

alternateColors 各行を 2 色に分けて交互に強調表示する

か否かを指定します。 

※highlightRows が true のときに有効な

パラメータです。 

false 

placeholderText 検索文字列の入力フィールドに表示するプ

レースホルダー文字列を指定します。 

"あいまい検索" 

pageText 表示するレコードの合計数に続く文字列を

指定します。 

"件" 

recordsPerPageText 1 ページあたりに表示するレコード数に続く

文字列を指定します。 

"行/ページ" 

columns 各列のパラメータを指定します。 - 
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copyToClipboard 

下図のように、テーブル上部にコピー・ボタンが表示されます。このボタンをクリックすると、表示対象のレコー

ドが全てクリップボードにコピーされます。 

 

 

 

列はタブ(\t)区切り、レコードは改行(\n)区切りでコピーされます。下図は Excel に貼り付けたときの

イメージです。 

 

 

 

showTotalRecordNumber 

下図のように、テーブル上部に表示対象の総レコード数が表示されます。 

 

 

 

上図のイメージ 説明 

928 表示対象の総レコード数です。 

件 totalRecordNumberText で任意の文字列に変更可能です。 

(初期値: "件") 
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showRecordsPerPage 

表示対象のレコードを(スクロールではなく)ページごとに表示します。また下図のように、テーブル上部にペ

ージ操作用のエレメントが表示されます。 

 

 

上図のイメージ 説明 

 1 ページ目に移動します。 

 前ページに移動します。 

 
現在のページ番号が<input>タグに表示されます。任意のページ番号を入力で

きます。 

 次ページに移動します。 

 最終ページに移動します。 

 
総ページ数が表示されます。 

 
pageText で任意の文字列に変更可能です。 

(初期値: "ページ") 

 
1 ページあたりに表示するレコード数が表示されます。 

maxRecordsPerPage で変更可能です。 

(初期値: 10) 

maxRecordsPerPageArray 配列を指定すると 1 ページあたりに表示する

レコード数をドロップダウンで可変にできます。 

 
recordsPerPageText で任意の文字列に変更可能です。 

(初期値: "行/ページ") 
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maxRecordsPerPageArray 

配列で指定します。1 ページあたりに表示するレコード数をドロップダウンで可変にできます。 

 

下図のように、1 ページあたりの行数がドロップダウンで表示されます。 

 

 

ドロップダウンをクリックすると、下図のように、maxRecordsPerPageArray で指定した配列の内容

がリストで表示されます。この例では、以下のような設定をしています。 

 

    maxRecordsPerPageArray: [10,14,20,50], 

    maxRecordsPerPage: 14, 

 

 

 

maxRecordsPerPageArray で指定する配列の要素には maxRecordsPerPage の値を

含めるようにしてください。ドロップダウンの初期値として maxRecordsPerPage の値を表示させる

た め で す 。 も し こ の 設 定 に 不 整 合 が あ る と 、 ド ロ ッ プ ダ ウ ン の 初 期 値 は 、

maxRecordsPerPageArray で指定する配列の 1 番目の要素となります。 
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highlightRows 

下図のように、各行を強調表示します。 

 
 

alternateColors 

下図のように、各行を 2 色に分けて交互に強調表示します。highlightRows が true のときに有効な

パラメータです。 
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sortable 

下図のように、各列のヘッダーにソート・ボタンが表示され、クリックすると、その列の値でバブル・ソートします。 

 
 

上図の状態で「社員番号」のソート・ボタンをクリックすると、下図のように「社員番号」の昇順でソートされ

ます。 
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もう一度「社員番号」のソート・ボタンをクリックすると、下図のように「社員番号」の降順で表示されます。 

 
 

上図の状態で「姓」のソート・ボタンをクリックすると、下図のように「姓」の昇順で表示されます。 
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searchable 

下図のように、検索用の入力フィールドがテーブル上部に表示されます。 

 
 

この入力フィールドのプレースホルダー文字列は、placeholderText で指定可能です。以下のように指

定すると、 

    placeholderText: "Search String", 

 

プレースホルダー文字列は Search String になります。 
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入力フィールドに検索用の文字列を入力すると、その結果が表示されます。下図は「BAR」で検索した結

果が表示される例です。 

 
 

検索用の文字列は SQLVariable_SEARCH_として、動的テーブルに受け渡されます。この例で使用し

ている動的テーブルは以下の通りです。 
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動的テーブルのサンプル 

      selectSQLcommand   = [[ 
                                XHRDEPCDE, 
                                XHRBUABRV, 
                                XHREMPID, 
                                XHRSURNME, 
                                XHRGIVNME, 
                                XHRDOB 
                                from AXESDEMO.XHREMPTN 
                                where XHRDEPCDE like :SQLVariable_SEARCH_ or 
                                      XHRBUABRV like :SQLVariable_SEARCH_ or 
                                      XHREMPID  like :SQLVariable_SEARCH_ or 
                                      XHRSURNME like :SQLVariable_SEARCH_ or 
                                      XHRGIVNME like :SQLVariable_SEARCH_ 
 
                            ]],  
      resultColumnNames  = { "xhrdepcde", "xhrbuabrv", "xhrempid", "xhrsurnme", 
"xhrgivnme", "xhrdob" }, 

 

この例では、「部コード」(XHRDEPCDE)、「課コード」(XHRBUABRV)、「社員番号」(XHREMPID)、

「姓」(XHRSURNME)、及び、「名」(XHRGIVNME)に対して、Like 句の右辺に検索用文字列が受

け渡され、これらの項目に対してあいまい検索が行われます。 

 

検索文字列が SQLVariable_SEARCH_に受け渡される際に、文字列の前後にワイルドカード

「%」が自動的に付加されます。 

 

 

columns 

各列のパラメータを指定します。詳細は『3.2.パラメータ一覧 (columns)』を参照してください。 

 



 
 
【aXes】シンプルスクロールテーブル(ver.8) 

 

 

 

 

 ( 16 / 20 )       

 

3.2. パラメータ一覧 (columns) 

columns プロパティでは、各列のパラメータを指定します。下記のように、列ごとに指定します。 

 

    columns:[ 
        { 
            resultColumnName: "xhrdepcde", 
            title: "部コード", 
            cssText: "width:80px;", 
        }, 
        { 
            resultColumnName: "xhrbuabrv", 
            title: "課コード", 
            cssText: "width:80px;" 
        }, 
        { 
            resultColumnName: "xhrempid", 
            title: "社員番号", 
            cssText: "width:100px;", 
        }, 
        { 
            resultColumnName: "xhrsurnme", 
            title: "姓", 
            cssText: "width:120px;" 
        }, 
        { 
            resultColumnName: "xhrgivnme", 
            title: "名", 
            cssText: "width:120px;" 
        }, 
        { 
            resultColumnName: "xhrdob", 
            title: "誕生日", 
            cssText: "width:80px;" 
        } 
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columns のパラメータ一覧 

パラメータ名 説明 初期値 

columns.resultColumnName 動的テーブルの resultColumnName

を指定します。(必須) 

 

columns.title テーブルにタイトル行に表示する文字列

を指定します。 

"" 

columns.cssText この列に指定する cssText を指定しま

す。 

 

columns.copyToClipboard この列の各セルにコピー・ボタンを配置し、

セルの内容をクリップボードにコピーできる

ようにします。 

 

append セルに子要素を適用するためのパラメー

タです。 

- 

 

 

下図のような結果となります。columns.resultClumnName で指定した列の値が表示され、また、

タイトル行には columns.title で指定した文字列が表示されます。列に対する Style (幅など)は、

columns.cssText で指定します。 
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Columns.copyToClipboard 

下図の例は、「社員番号」の列に columns.copyToClipboard を指定した例です。図のように、対

象の列に、コピー・ボタンが表示されます。このボタンをクリックすると、そのセルの値がクリップボードにコピーさ

れます。 
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3.3. パラメータ一覧 (columns.append) 

append プロパティでは、追加(appendChild())するエレメントを指定します(下記参照)。 

 

            append :{ 

                tagName: "input", 

                type: "checkbox", 

                name: "update" 

            } 

 

 

図のように、チェックボックを実装することが出来ます。生成される HTML コード

は以下の通りです。 
<input type="checkbox" name="update"> 

 

 

columns.append のパラメータ一覧 

パラメータ名 説明 初期値 

append.tagName 子要素のタグ名を指定します。 <span>タグ 

append.className 子要素のクラス名を指定します。  

append.cssText Style を cssText で指定します。  

append.innerHTML 子要素内の値を指定します。  

 

上記以外は、指定された値がそのまま属性名、属性値として受け渡されます。 
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SQL クエリでロードした値を使用する場合 

もし、エレメントを追加し、その値に SQL クエリでロードした値をセットするときは、"_v_" を指定します。具

体的には以下のようなコードになります。 

 

        { 

            resultColumnName: "row_number", 

            title: "No.", 

            cssText: "width: 50px;", 

            append: { 

                tagName: "input", 

                size: "3", 

                cssText: "text-align:right;", 

                value: "_v_" 

            } 

        }, 

 

 

図のように、<input>タグの value 属性には SQL クエリでロードされた値がセットされ

ます。 

 

 

 


